
設問 質問内容 選択肢 回答数 割合

1-(1) 訓練参加者 地域住民 13

1-(2) 性別 男性 12 92%

13 女性 1 8%

1-(3) 年代 50代 1 8%

13 60代 6 46%

70代 5 38%

80代以上 1 8%

2-(1) 知っていた 12 92%

13 知らなかった 1 8%

その他 0 0%

2-(2) 知っていた 11 85%

13 知らなかった 2 15%

その他 0 0%

3-(1) 以前から確認している 9 69%

13 今回確認した 4 31%

その他 0 0%

3-(2) 思う 13 100%

13 思わない 0 0%

どちらでもない 0 0%

3-(3) 津波避難訓練 9 69%

17 大雨想定 8 62%

その他 0 0%

4

・登校班名「南宿２」は、「中宿」とした方が地域の人たち(一般)には慣れ親しく、付き添

　いもし易いと思われます。

R5　津波避難訓練事後アンケート集計【対象：地域住民　回答数13】

訓練の感想・今後の防災教育について

・継続こそ力、安全

・子どもたちの真剣さが伝わってきた

・活動後、反省をしっかり実施。

・今後の訓練実施に当たり、多くの地域住民の参加を期待する。

・本当に徒歩で避難しますか？車の場合、どのような事態が考えられますか。いろいろな状

　況を想定した訓練が必要では。

・有意義でした。

・避難時は、交通渋滞が予想されるので、道路横断場所の告知看板など、運転手がわかりや

　すい環境整備が必要と思いました。

・津波が発生した場合、地域との連携も大切だが、まず自分の安全を確保することが大切で

　あることも教育すべきだと思う。

今後実施すべきと考える避難訓練は何ですか。

（複数回答可）

自分のお住まいの地域が、津波浸水想定区域内

であることを知っていましたか。

津波災害時において、浸水想定区域の西側の境

界がどの辺りになるか知っていましたか。

緊急時の避難場所や避難経路を家族や近隣の方

と確認し合ったことはありますか。

地域や家庭と連携した合同避難訓練について、

今後も実施すべきだと思いますか。


